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官民対話検討事案概要書 
 

項目 記入欄 

1．団体名 広島市教育委員会施設課 

2．事業名 小中学校 校舎 増改築事業 

・事業内容 

※事業の内容をご記入下さい 

対象となる学校に対し、施設の老朽化等への対応のため、校舎の

改築及び建物の再配置等を行い、良好な教育環境の確保を図る。

その際、空き教室の地域の共有財産としての活用など、周辺施設

との複合化を含めた検討を行う。 

・事業実施で重視する点 改築に係るコストの縮減、敷地・施設の有効活用 

・事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設   ○2 .建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

○5 .公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

・施設等の用途 小中学校の校舎 

3．サウンディングの目的 

 

以下の項目について、市場性の有無や実現可能性の把握、課題や

その解決方法を具体的に知りたい。 

・ 事業の実施にあたって当該施設群の全体的な計画の作成手順 

・ 地元や関係各課への説明方法やそのタイミング、内容 

・ 敷地及び施設を有効活用した民間活力の導入 

・ 民間の需要に合わせた民間活力の導入 

など 

4．事業対象地の概要  

① 所在地（交通情報含む）  

② 敷地面積 １校当たり約 2万㎡ 

③ 土地利用上の制約 学校を運営しながらの増改築 

④ 所有者 広島市 

⑤ 周辺施設等  

⑥ 対象地周辺の一般的な

イメージ 

 

⑦ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

具体的な対象校については、個別にお伝えいたします。 

 

 

5．対象施設の概要   

5-1．建物 既存 整備後（予定） 

① 施設名称 学校校舎 学校校舎+民間施設等 

② 施設の延床面積 約 5,000 ㎡  

③ 建物の構成（構造、階

数） 

RC 造 

4F 建て 

RC 造（増築部分 S造） 

学校部分 4階建て+複合部分 

④ 主な施設の内容、導入

機能 

小学校 小学校+複合部分 
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⑤ 運営状況 

(運営主体、事業手法等） 

広島市立学校  

⑥ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

・令和 5年度時点で築 60年以

上の老朽化が進んでいる校舎が

対象。 

・児童数の増加による教室不足

に仮設教室で対応している学校

もある。 

 

5-2．インフラ系 

（上下水道、道路等） 
既存 整備後（予定） 

① 施設名称   

② 規模、能力 等   

③ 運営状況 

(運営主体、事業手法等） 
  

④ その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

  

6．事業環境  

① 人口、高齢化率  

② 対象地周辺の人口構成  

③ 市民意見等  

7．事業関連  

① 現状及び課題 今後続々と築 80 年を迎える施設のうち、今後も引き続き学校施設

として利用していくことが見込まれるものについて、どのように

費用を抑えながら計画的に改築していくか 

② 目的、考え方・基本方針 改築費用の縮減が主な目的 

③ 前提条件  

④ 事業スケジュール（案） 令和 5年度：手法検討 

令和 6年度：手法決定 

令和 7年度以降：基本計画 

8．対話内容 ・ 事業の実施にあたって当該施設群の全体的な計画の作成手順 

・ 地元や関係各課への説明方法やそのタイミング、内容 

・ 敷地及び施設を有効活用した民間活力の導入 

・ 民間の需要に合わせた民間活力の導入        など 

※意見・提案を求める内容をご記

入ください。 

9．対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではありませ

ん。 

○1 .設計  ○2 .建設   3.ビル管理   4.金融   5.保険 

6.不動産  7.運営 

8.その他（                     ） 

10．対話方式 1.オープン型  ○2 .クローズ型 



3 
 

■ 関連情報 

関連情報等がございましたら、できる範囲で資料を添付してください。詳細情報を開示することで事業

者の関心度が高まることが期待されます。 

関連情報 

※添付する資料に○ 

1. 事業対象地（施設）の位置図 

2. 事業対象地（施設）の周辺情報 

3. 事業対象地（施設）の現況写真 

4. 既存事業の稼働状況（来場者数の推移・属性、事業収支等） 

○5 . その他（ 計画対象校一覧 ※別途個別対応） 

 

以 上 

 


